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N AT S U G A K U

次年度に向けて

2026 実行委員長　田代有美子

～「新しい何か」を探してみよう！～
今年もたくさんのおしゃべりと笑い声が聞こえる活気に満ちた３日間となりました。
夏学では色々な分野の研究者や技術者との出会いから、これまで知らなかった世
界を知ることができるでしょう。また、全国各地から来る参加者のみんなとお互いの
夢や不安を話すことで、自分とは違う未来を聞くこともあるでしょう。
こうした触れ合いで気づく「何か」があるはずです。「何か」は人によってさまざまです
が、夏学への参加を通してあなたにとっての「新しい何か」を見つけてもらえると嬉し
いです。
2026年もたくさんの新たな発見に出会える企画を準備してお待ちしています。

August 2026

3日目 ８/11（月・祝）

自分の将来展望を整理しながら、発表し合いました

自 己 発 見
キャリア プ ラン ニング
~ プリズ ム で 広 げ る 未 来 ~

プリズ ム か ら そ の 先 へ

修 了 証 授 与・閉 校 式

実行委員長メッセージ

夏学2025にご参加いただき、ありがとうございました。
今年の夏学は全国29の都道府県から、90名の女子中高生が集まり、33名の大学生・大学院生、学会・企業から
250名以上のスタッフが運営に携わりました。
2泊3日の短い時間ではありましたが、新しい発見や出会いを通して、みなさんの視野や可能性が広がったのでは
ないでしょうか。この経験は、きっとこれからの新しいチャンスにつながるはずです。
今後いろいろな壁に直面することもあるかもしれませんが、この夏学の経験を活かして乗り越えていただければ
と思います。
この夏学で知り合った方々はみなさんを応援していますので、自信を持って進んでください。

みなさまの今後のご活躍を心よりお祈りしております。 2025 実行委員長　山本直樹（日本技術士会）

～さぁ、可能性の広がる未来へ～

夏学の3日間を終えて、みなさんの持つ光は色鮮やかになりましたか？
たくさんの企画を通して、たくさんの発見や出会いがみなさんの刺激になったと思います。
他の生徒と話して共感したことや大人の人の話から学んだことなど、3日間の間にときめく瞬間があったと思います。そのと
きめきを忘れずに、新たなときめきとの出会いを大切にして欲しいです。それがきっと冒険への一歩です。それぞれが無限
の冒険へ出発できることを応援しています。

2025 学生企画委員長　千葉柊華

～ 無 限 の 冒 険 へ ～
学生委員長メッセージ
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2025 学生企画委員長　千葉柊華2025 学生企画委員長　千葉柊華

・ 「理系」という分野をこんなにも深掘りする機会はなかなかなかった。
視野が広がった！

・ 自分が好きな学問を選んでも大丈夫、という勇気をもらえた！TAとして
戻りたい！

参加者より

女子中高生夏の学校2 0 2 5

各班TAから思いのこもったメッセージ動画が贈ら
れ感動的な締めくくりに、、、、！

保 護 者 企 画  進路実現に向けた親として
のサポートのあり方など、互いに活発な意見
共有の場となりました！
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興味深いテーマの実験は18個にもおよびました。
例えば、ウェーブマシーンを作って「波」 の形、速さなどを研究したり、コミュニケーションロボ
ットを制作したり、液状化模型を実際に制作して実際には見えない「地盤内部の様子の動き」 
をみるなどの理工系の奥深いテーマに挑戦しました。

学協会や企業による40のポスター展示が行われました。
参加者は実際に興味のある分野を進んだ将来を具体的
にイメージすることができました。

将来の悩みについて相談を行いました。「文理選択・学
部学科選択」「苦手科目の勉強法」の相談ブースが混み
合っていました。

実行委員長からの開会宣言のもと、夏学2025年がスタートしました！！
29都道府県から90名の女子中高生が参加！
今年は、学生TA33名、その他250名のスタッフがバックアップ

理系選択ビンゴでは、理工系
をテーマとしたビンゴゲーム
で、学生TAや参加者同士が対
話しながら、理工系の様々な分
野の魅力を知りました。

また、Step!Up！Together！で
は、参加者同士が悩みや関心
を打ち明けるなかで、将来に
ついて考えたり、交流を深める
良い機会になりました。

実 験・実 習
「ミニ 科 学 者 に な ろう」

自 己 発 見 キャリア
プ ラン ニング
~ プリズ ム で 広 げ る 未 来 ~

ポ ス タ ー 展 示
「 研 究 者・技 術 者 と話 そう」

1日目 ８/9（土） 2日目 ８/10（日）

開 校 式

理 系 選 択
ビ ンゴ 　

S t e p ! U p！
To g e t h e r！

キャリア 講 演

開会式後は、ゲーム感覚で学生企画委員の自己
紹介があり、和やかな時間になりました。

C o l o r  F r a g m e n t s
~ み ん な で 作 る「 ひ とつ の 光 」 ~

リケジョの大先輩の木下琴美さんと、小松加奈さんにお越しいただ
きました！

「色々な経験を大切に！道は一本ではない！」 などの前向きな言葉が
ありました。

川崎治さん（JAXA）からは、「きぼうのそのさ
きへ」というタイトルで、理系の世界において

「コミュニケーション」が重要だという話があ
りました。

興味深いテーマの実験は18個にもおよびました。
例えば、ウェーブマシーンを作って「波」 の形、速さなどを研究したり、コミュニケーションロボ
ットを制作したり、液状化模型を実際に制作して実際には見えない「地盤内部の様子の動き」 
をみるなどの理工系の奥深いテーマに挑戦しました。

交 流 会
学生TAや研究者・技術者との交流、2日間のまとめや自己分析
を通して、参加者からは「進路に自信が持てた。」「自分の将来
が想像しやすくなったし、またTAとして戻ってきたい。」という声
もあり大満足でした！

夏学へようこそ！

進 路・キャリア 相 談 カフェ

そうなんだ～
どうしようかな～

開 校 式

start！
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